
冤罪 発生原因 何か

表 分 こ

検事側 科学的証拠 ほ 無い ア バイ あ 事例有 → 予め決め 犯罪 スト あ

刑事 処分 ほ さ い い → 刑事 スク 少 く 自白強要 行わ や い

取 調べ中 暴力 ほ さ い い 家族絡 虚偽自白 し 事例多数 → 精神的 追い込 い

控訴棄却 上告棄却 必 さ → 控訴 上告 時点 裁 所 取 調べ 違法性 気 くシステ 必要

再逮捕 追起訴 半分以上 事例 行わ → 勾留日数 伸 手法

捜査 違法性 認め い い事例 多い → 取 調べ 可視化 違法 否 確 め 必要 あ

こ こ 検察 警察 自白 引 出 システ 完成さ い こ わ

→ 取 調べ 可視化や 見 人 必要

★取 調べ 可視化 ？

取 調べ 様子を録音 録画 こ 2019年6月1日 改正刑事訴訟法 施行さ た
こ 法 裁判員裁判 対象事件及び検察 独自捜査事件 つい
逮捕・勾留下 被疑者 取 調べ 開始 終了ま 全過程を録音・録画 こ 義務付け い
し し こ 法 対象事件 全事件 3％ 過 い (日本弁護士連合会 ー ー )

★取 調べ 弁護士 立 会い い

ここ 海外 取 入 い 取 調べ 弁護士 立ち会い つい 紹介
弁護人を取調べ 立ち会わ 権利 明定さ 取調べを受け 前 弁護士 助言を受け 機会を保障さ い い
取調室 弁護人 存在 こ 捜査機関 違法・不当 取調べを抑止し 虚偽自白 を低減さ こ
黙秘権 行使 容易 被疑者 供述 自由 真 意味 保障さ
不必要 供述録取書 作成さ こ 取調官 作文 あ 捜査段階 供述録取書 公判 利用さ こ 抑制さ

(日本弁護士連合会 ー ー )
今 弁護士 立ち会いを禁止 法律 存在し い こ 認め た事例 無い
海外 ア カ・韓国・台湾・イ ・EU加盟国 こ 権利を認め い

(立川フォートレ 法律事務所 船戸暖 コ )

→全事件 取 調べ 可視化 取 調べ 弁護士 立 会い 認め こ 冤罪事件 減少 い う

今回調査した 平成以降 発生した 虚偽自白 存在した冤罪事件 あ
Wikipedia 概要を調べた後 朝日新聞 詳細を調査した 特徴を次 表 ま めた
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研究内容

日本 冤罪事件 調査し そ 発生原因 い め 日本 司法制度 改善 べ 点 見 け

研究 取 組 動機

日本 司法制度 海外 比べ 足 い部分 あ 考え (長期勾留 許さ い 等)

具体的 何 足 い 考え うえ 冤罪事件 いう一 枠組 絞 調査 改善 べ 点 現 や い い

思い 研究し

め

日本 検察や警察 取 調べ方法 問題 あ こ 冤罪事件 生 し う

私 犯人 糾弾し 重刑 求め そこ 冤罪 可能性 存在 こ 決し い

日本 司法制度 問題点 警察や検察 いう組織内 捜査 完結し し う点 あ そこ 弁護士等 含め こ 冤罪事件 発生 抑え

い う

発生時期 容疑 無罪確定理

無罪確定

時期

検事側

科学的証拠

ア

バイ

刑事等

処分

取 調べ

中 暴力

家族絡

虚偽自白

控訴

棄却

上告

棄却

再逮捕 追起訴

捜査

違法性

勾留日数

足利事件 1990年
誘拐及び

殺人

当時 DNA鑑

定 誤

2010年 〇 × × × × 〇 〇 〇 × × 1300

東住吉事件 1995年 放火殺人

出火原因 車

発火事故

2016年 × × × × △ 〇 〇 〇 〇 × 7352

和島事件 1999年
窃盗及び

詐欺

真犯人 自白 2000年 × 〇 × × 〇

控訴 上告

× 〇 × 386

氷見事件 2002年
強姦及び

強姦未遂

真犯人 自白 2007年 × 〇 × × 〇

控訴 上告

〇 × 〇

813

(仮出所)

布 事件 2003年
公職選挙

法違反

起訴事実 存

在し

2007年 × × 〇 〇 〇

控訴 上告

〇 〇 〇 395～87

金沢窃盗映

像誤認事件

2009年 窃盗

防犯カ

映像 人

2010年 × × × × ×

控訴 上告

× × × 336

足利事件
無罪確定 様子

志布志事件
国家賠償請求
勝訴 様子

東住吉事件
無罪判決後 記事

氷見事件
無罪判決後 記事
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